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【背景・目的】 

1GHz 超の放射 EMI測定に対する規格が制定され，当センターの簡易電波暗室を利用している企業か

らも 1GHz超の放射 EMI測定の要望が増えてきている．しかし，当センターの簡易電波暗室は VCCIな

どの規格で定義されている電波暗室の特性｛SVSWR（サイト電圧定在波比）が 6dB以下｝を満たしてい

ないため，本研究において特性を悪化させている原因の究明，対策を行い SVSWRが 6dB以下となるよ

うにする． 

 

【得られた成果】 

 現状における当センターの簡易電波暗室のSVSWRを，テストボリューム1.2mとして測定した結果，図

1に示すように1～4GHzの広帯域に渡って6dBを超えており，もっとも高い帯域では17dB以上という結果

となった．  

周波数帯域を狭くしての測定やタイムドメイン測定などでSVSWRを悪化させている要因の調査を行

った結果，ターンテーブル側の壁面や電波吸収体が設置していない角部分などにGHz対応のポリプロピ

レン製の電波吸収体PFP-30を追加することによって不要な反射波が低減され特性が改善すること分か

った． 

 追加する電波吸収体は他のEMI測定の時には使用せず，GHz帯の放射EMI測定時にのみ設置するため，

再現が容易な吸収体配置が求められるため，MHz帯向けのフェライトの吸収体の有無や，PFP-30の個数

低減を検証した結果，フェライト製の電波吸収体を設置せずPFP-30を床面に16個(4×4)，壁面に16個

(両側面，背面)設置することで図2に示すような，SVSWRが6dB以下を達成することができた． 

 

 

 

【成果の応用範囲・留意点】 

 本研究の成果により，電波暗室の特性（SVSWR6dB 以下）を達成することができた． 

当センターの簡易電波暗室は部屋の高さが低いため各種規格に準拠した形での測定を行うことはで

きないが，以前より信頼性の高い本試験前の対策用電波暗室として設備利用等への対応が可能である． 
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図 1 対策前の SVSWR測定結果 図 2 対策後の SVSWR測定結果 


